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【第5次小郡市総合振興計画における成果指標】

【施策を実現するための主な事務事業とその状況】

①

②

①

②

成果指標

環境経済部 生活環境課 環境係

成果指標

現状維持

県南水道企業団から三井水道企業団への配水量の増加は、
大山ダムの完成を見越して行われてきたものであり、投資として
は果たさなければならない義務である。適切な事務処理を行う
こと。

課長

その他
住民の期待に応えることができるよう、企業団との連絡を密にと
り、事務をすすめること。

課長

担当部署

部名 課名
業務の概要

大山ダム建設事業費のうち、福岡県南広域水道企業団が毎年負担する元利
償還金の3分の1を構成団体の負担とし、それぞれの負担額は前年度の使用
水量比で割合が決められる。償還期間は平成25年度から平成47年度の23年
間。

配水管の未整備地区の住民から要望を受けて行う配水管布設工事につい
て、その工事費の4分の3を市で負担することで、上水道の普及を図る。

また、市内上水道の安定供給のため、三井水道企業団等に負担金等を支払
う。

係名

環境経済部 生活環境課 環境係

決定内容 指示内容 決定権者

平成29年度指示内容

P3022
上水道施設整備事業【第5
次計画指標管理】

92.8%

82.5%82.0% 82.4%

環境係

平成29年度　福岡県小郡市施策評価シート

担当係 基準値（H26）

施策
コード

92.7%

82.9%

92.7%

施策コード

安定的水源の確保
上水道の普及促進

Ｐ3021

水資源の有効活用

Ｐ3022

Ｐ3023

施策

施策
内容

成果指標
番号

33

※本施策の推進にかかった全事務事業の事業費合計額を表示して
います。

93.0%

3

2

ゆとりと潤いに満ちた居住環境づくり

34

政策

92.5%

上水道

H27年度実績

その他 Ｐ3029

H28年度実績

　将来にわたり安全な水
を安定的に供給するよう
にします。また、市内全
域への普及促進を図ると
ともに、計画的に老朽管
の更新を行い、水源の有
効活用に努めます。

今後も引き続き、三井水道企業団と連携を図りながら、上水道
配水管の布設整備が滞ることがないよう、迅速な事務処理及び
業務の適正な執行を行っていく。

下水道整備事業の進展に伴い、上水道の普及率が低い地域での
布設申請も年々増加傾向にあることから、市内全域への安全な
水の安定的な供給と上水道の普及促進が図られている。

地方債

その他

H29年度実績 H30年度実績 H31年度実績

9,600

1,704 今後の
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展開
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長

82.5%
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況・評
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最終目標（H32）

今後の
施策
展開

施策の
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H32年度実績

今後の
施策
展開

P3021
福岡県南広域水道企業団
大山ダム負担金関係事務

業務名

事
業
費

（
財
源
内
訳

）

担当課

生活環境課

生活環境課

環境係

成果指標

上水道の普及率

上水道の有収率

一般財源 19,936

合計（千円） 31,240

投入コスト（千円） H29年度決算

国支出 0

県支出 0

指標名 単位 H29実績

- - -

- - -

指標名 単位 H29実績

- - -

- - -
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